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    議案第８号 大口町教育委員会後援名義の使用許可について 

 

 日程第４ 連絡事項 

    （１）平成31年度大口町立学校評議員の委嘱について 

    （２）大口町教育委員会後援名義の使用許可の報告について 
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説明のため出席した者 

   生 涯 教 育 部 長  渡 邊 俊 次      生 涯 学 習 課 長  丹 羽 武 弘 
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    ◎開会 

○長屋教育長 それでは、定刻になりましたので始めます。 

 本日の出席委員は４名であります。定足数に達していますので、これより平成31年大口町教

育委員会４月定例会を始めます。 

 平成の定例会はこれが最後になります。 

 傍聴人はございません。 

（午前 ９時３０分）  

 

    ◎日程第１ 教育長報告 

○長屋教育長 日程第１、教育長報告ということで、幾つか報告をさせていただきます。 

 先回は３月19日に臨時の教育長会議、そしてその後に総合教育会議を行いまして、その後の

件についてであります。 

 今年度も４月４日、中学校入学式、始業式、それから小学校が４月５日、入学式、８日、始

業式で、新しい年度がスタートしました。 

 全児童・生徒数は2,146名で、昨年度に比べますと２名増加で、日本全体で児童・生徒数が

減少しておる中でふえている地域の少ないうちの一つであります。 

 新入生につきましては、南小学校が53名、北小学校が106名、西小学校が84名、大口中学校

が242名という新入生でありました。 

 給食も順調に小学校２年生以上が始まり、そして小学校１年生が４月12日ということで始ま

っております。 

 それから、この間、４月18日には学力・学習状況調査が、全国の悉皆調査ですが始まりまし

て、今年度につきましては、英語につきましてはコンピューター室を使った調査で、トラブル

が心配されましたけれども、何らふぐあいはなく、実施することができました。 

 それから、４月12日には事務協の４月会議が開かれました。その中で、事務所の所長さんか

ら幾つか話がありましたが、再任用校長につきまして、昨年度は尾張で１名、三河で１名とい

う初めての試行が行われましたが、今年度につきましては、プラス尾張が２名、三河が３名の

合計７名の再任用校長の制度が始まっております。 

 なお、試行につきましては、来年度までを目指す予定であります。 

 それから、教員の多忙化解消という件でありますが、県の町村教育長会の資料も配付をさせ

ていただきましたが、昨年度につきましては、小学校は80時間超えを５％、中学校は20％とい

う数値目標でありますが、大口町の場合、全体の県の平均よりも高いところで、小学校ですと

15.3％、中学校ですと56.1％で、県の平均的な数値よりも高い状況でありました。 
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 なお、今年度につきまして、県は数値目標として、小学校、中学校を含め、全校種、特別支

援学校とか高等学校も含めてでありますけれども、ゼロを目指して進めていくと言っておりま

す。何とか少しでも近づけるようにしなければならないと思っております。 

 それから、１点、懸案事項でありますけれども、昨年度の９月、10月に大口北小学校でいじ

めを認知したという件がありますが、その件につきまして、現在、担任は休職中になっており

ます。それから、いじめたと一般的に言われているほうの児童につきましても不登校傾向にあ

ります。そして、町としましては、町の顧問弁護士を代理人に立てて対応していくと先般お話

をしましたが、現時点で４月22日、今週の月曜日でありましたけれども、学校と学校教育課と

いじめをしたと一般的に言われている家の御両親と代理人である弁護士の四者会談の話し合い

を進めて、事態の好転を目指しているところでありますが、なかなかその対応に苦慮していま

して、今のところ、早期に決着という状況にはならないという報告をさせていただきます。 

 それからもう一点、うれしい報告でありますが、先ほど、故社本名誉町民の御遺族の方から、

また社本育英事業基金にということで多額の寄附をいただいておりまして、ありがたいことだ

なあと思っております。 

 それから、御承知のように、21日には町会議員の選挙がありまして、15名に当選証書が付与

されました。新しい方が２名、元の方が１名、あと12名は現職という結果でありました。 

 報告につきましては以上であります。 

 

    ◎日程第２ 議事録署名者の指名 

○長屋教育長 続きまして、日程第２に移ります。 

 議事録署名者の指名でありますが、署名者には、藤田金生教育長職務代理者と鈴村由布子委

員を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

 

    ◎日程第３ 議 題 

      議案第８号 大口町教育委員会後援名義の使用許可について 

○長屋教育長 日程第３、議題に入ります。 

 議案第８号 大口町教育委員会の後援名義の使用許可につきまして、事務局、説明をお願い

します。 

○兼松学校教育課長補佐 議案第８号 大口町教育委員会後援名義の使用許可について。 

 別紙のとおり後援名義使用許可申請がありましたので、大口町教育委員会の議決を求める。

平成31年４月25日提出、大口町教育委員会教育長 長屋孝成。 

 提案理由、この案を提出するのは、大口町教育委員会後援名義使用に関する要綱第５条によ
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り、審査を求めるため必要があるからである。 

 １枚めくっていただきますと、後援名義の許可申請書になっております。 

 申請者、子育てほっとステーション。事業名、家庭教育講演会。目的、人間性豊かな青少年

の育成を目指し、明るい家庭、明るい社会を築くための家庭教育の地域社会への普及。事業概

要、家庭教育の講演会。期日、31年11月30日土曜日。開催場所が、名古屋文理大学文化フォー

ラム（稲沢市民会館）になっております。 

 参加予定は200人を予定されております。 

 １枚めくっていただきますと、ほっとステーションの収支がございます。 

 何枚か後ろには、昨年度のですが家庭教育講演会ということで、ハートの絵が入ったチラシ

がございます。こちらは30年のときのものでして、７月に実施されたというところであります。 

 今までも一宮市を初め後援名義をいただいておって実施してきた事業ですが、大口でも啓発

をしたいということで、チラシまたはポスターができた暁には配布をしながら参加を呼びかけ

ていきたいということで、今回申請がございました。 

 簡単ですが、以上でございます。 

○長屋教育長 ありがとうございました。 

 この件につきまして、御質問、御意見等ありましたらお願いいたします。 

○水谷委員 特に反対でもないのですが、参加対象が一宮市、江南市、稲沢市を中心とした近郊

の市民ということもあって、ちょっと少し離れているので、後援名義を出す必要があるのかし

ら、ないのかしらという感じに思います。 

○長屋教育長 ありがとうございます。 

 今の件、ほかの委員さん、いかがでしょうか。 

 ちょっと地理的に離れたところだからいかがなものかという御意見でした。 

 藤田委員、いかがですか。 

○藤田教育長職務代理者 西尾張は一つだと僕は考えておりますので、教科書にしてもそうです

が、いろんなブロックが西尾張ですもんで、それほど問題はないと思いますが、ただ、どれだ

け啓発してあげるかだけだと思いますが。いろいろ問題が出ておりますが、「大口の子どもは

大口で育てる」ですか、そういうことを考えていったら、やっぱり家庭教育をもっともっと充

実していかなければいけないと思いますし、そうかといって、自分たちで家庭教育の部分を大

口で主催するということもできませんので、西尾張でお助けいただければ、そんな機会に乗っ

ていけたらというような気持ちでございますが。 

○長屋教育長 ありがとうございます。 

 その他、よろしいでしょうか。 
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 鈴村委員。 

○鈴村委員 ことしは稲沢のようなんですが、昨年は一宮でしたし、西尾張ということなら、来

年は江南とかに来るかもしれないので、問題ないんではないかなあと思います。 

○長屋教育長 ありがとうございます。 

 じゃあ、丹羽委員はいかがですか。 

○丹羽委員 異議ありません。 

○長屋教育長 はい。 

 御意見、御質問等をいただきましたけれども、水谷委員さんのちょっと距離が遠いというこ

との御懸念ですけれども、質疑が終わりまして、議案第８号を採決したいと思います。 

 本案を原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

（「異議ありません」と呼ぶ者あり） 

○長屋教育長 ありがとうございます。 

 全員賛成で異議なしと認めます。よって、本案は可決しました。 

────────────────────────────────────────────────── 

    ◎日程第４ 連絡事項 

○長屋教育長 議案につきましては以上でありまして、日程第４に入ります。 

 (1)番の平成31年度大口町立学校評議員の委嘱につきまして、事務局、お願いします。 

○兼松学校教育課長補佐 本日お配りさせていただいたＡ４の資料、平成31年度学校評議員推薦

名簿を御確認いただければと思います。 

 31年度の学校評議員ということで、大口南小学校が水谷様、種廣様、佐竹様、大森様の４名、

大口北小学校が笹山様、服部様、もう一人、服部様、齋木様、松岡様の５名、西小学校が長谷

川様、渡會様、福井様、長瀬様、山田様の５名、大口中学校が、近藤様、大森様、丹羽様、吉

田様、若山様の５名、計19名の評議員の推薦をいただいております。 

 中には地域の会長とかということで、そういったところの団体様がなっておるところもあり

ますので、まだ総会が行われていないところもあると聞いておりますので、一部変更があるか

もしれないと聞いておりますが、今年度、この19名で委嘱をしながら進めていきたいと思って

おります。 

 簡単ですが、以上でございます。 

○長屋教育長 ありがとうございました。 

 学校評議員の件について、御質問等よろしいでしょうか。 

（挙手する者なし） 

○長屋教育長 ありがとうございました。 
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 続きまして、大口町教育委員会後援名義の使用許可の報告についてということで、事務局、

お願いします。 

○兼松学校教育課長補佐 大口町教育委員会後援名義の使用許可の報告について。 

 このことについて、大口町教育委員会後援名義使用に関する要綱第５条第４項の規定に基づ

き、下記のとおり報告します。 

 使用許可でございます。２件でございます。 

 １件目、犬山市レクリエーション協会。許可年月日、平成31年３月13日。事業名、2019全国

一斉あそびの日キャンペーン事業「犬山里山ウォーキング大会」。 

 ２件目、江南サマージャズフェスティバル実行委員会。許可年月日、平成31年３月20日。事

業名、江南サマージャズフェスティバル2019。 

 実績報告でございます。 

 実績報告については６件でございます。 

 申請者、ＮＰＯ法人元気な学校を支援し創る会。事業実施日が平成31年２月17日。事業名、

平成30年度教師力アップセミナー。 

 ２件目、大口町伝統文化普及実行委員会。実施年月日が平成31年１月26日。日本舞踊を踊り

ましょう。 

 ３件目、申請者、愛知サマーセミナー実行委員会。実施日が平成30年７月16日。事業名、第

30回愛知サマーセミナー。 

 ４件目、申請者、愛知江南短期大学。実施日が平成31年２月28日。事業名、平成30年度後期

オープンカレッジ。 

 ５件目、申請者、名古屋法務局人権擁護部。実施年月日が平成31年２月25日。第46回人権を

理解する作品コンクール。 

 ６件目、申請者、名城尾北会。事業実施日が平成31年２月23日。事業名、名城尾北会第27回

セミナー。 

 以上でございます。 

○長屋教育長 ありがとうございました。 

 この案件につきまして、御質問等よろしいですか。 

（挙手する者なし） 

○長屋教育長 続きまして、春の企画展「端午の節句」についてお願いします。 

○丹羽生涯学習課長 生涯学習課より端午の節句の御案内です。 

 もう既に始まっております。期間が４月13日の土曜日から５月26日日曜日で、その前の企画

展「ひなまつり」同様、衣装を着て写真を撮ろうというコーナーもございますので、御案内を
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させていただきました。以上でございます。 

○長屋教育長 ありがとうございます。 

 端午の節句について、よろしいですね。 

（挙手する者なし） 

○長屋教育長 続きまして、各課からの連絡に入ります。 

 事務局、順次お願いします。 

○丹羽生涯学習課長 続いて、生涯学習課から数点説明をさせていただきます。 

 まず報告事項でございますが、４月14日日曜日に親子たけのこ自然教室を開催いたしました。

当日は前日から雨天予報が出ていたため、大屋敷地内のたけのこ広場を断念いたしまして、朝

から白山ふれあいの森で開催をいたしました。何とか後片づけぐらいには雨が降ってきたんで

すが、８組31名の方が元気に参加をされましたので、報告をさせていただきました。 

 それから、４月13日から受け付けを開始いたしました前期講座の状況でございます。12種類

の講座を提供させていただきまして、現在は半分近くの定員予定ということで、順調に募集が

続いておりますので、報告をさせていただきます。 

 それから、最後ですが、今後の予定でございます。 

 ５月11日の土曜日に登山教室を開催予定でございます。行き先は、長野県の阿智村の富士見

台高原を目指します。当日の天気がいいことを祈っております。以上でございます。 

○江口学校給食センター所長 続きまして、給食センターですけれども、きのうときょう、北小

学校の遠足の予定だったんですけれども、２日とも雨で遠足は中止になりまして、そのかわり

に５月14日に北小の２年生のお子さんが施設見学に見えるということになりました。 

 それとあと、５月８日に西小の３年生が施設見学に給食センターへ見えるということです。 

 それから、また４月27日からゴールデンウイーク、10日間お休みになります。それで、給食

センターといたしましても、７日から給食が始まるということで、６日の午前中に調理員さん

に出てきていただきまして、午前中、施設の清掃をするということで、７日に備えてやってい

きたいと考えておりますのでお願いします。 

 あと、納入業者につきましても、やはり６日は祝日で、流通業者も休みまで従業員を出せら

れないということですので、７日、当日納品が多くなるということです。以上です。 

○吉田町立図書館長 図書館から御報告いたします。 

 ５月６日に予定をしておりましたプラネタリウムですが、８月３日の土曜日に変更させてい

ただきます。 

 続きまして、今年度より特集コーナーを１カ所ふやしまして、４カ所としております。１つ

が時事的な特集、もう一つが季節に合わせた特集、絵本の特集、そして今回ふやしましたのが、
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子供の作家さん等の特集コーナーをふやして４カ所となっております。図書館から利用者の

方々に本の御提案をするというところを力を入れていきたいと思って増設をいたしました。 

 また、５月18日、19日の土・日に小学校５・６年生を対象とした、子ども一日司書さんを開

催する予定にしております。 

 最後ではございますが、ゴールデンウイーク10日間、図書館、全開館をいたしますので、ま

たお暇がありましたら図書館をのぞいていただければありがたいと思います。以上でございま

す。 

○木浪町史編さん室次長 町史編さん室につきましては、昨年12月から３月まで月１回のペース

で準備会議ということで、将来的に編集委員さんになっていただける方にお願いしまして、目

次づくりの草案をつくってまいりました。そして、４月から正式に編集委員会という形をとら

せていただきまして、４月から月１回、編集委員会を開催しながら目次をつくり、そしてその

割り当て、そして文字原稿をつくっていくという、そういったスケジュールで進めてまいりま

す。 

 また、奇数月につきましては、午前中に町史編さん講座をやり、昼からが編集委員会、編集

会議というような形で進めていくということでございますので、またよろしくお願いいたしま

す。以上でございます。 

○倉知学校教育課長 最後に、学校教育課からでございます。 

 １つ、サポートルームさくらのほうに愛教大の学生さんがずうっと手伝いに来ておみえにな

ったんですが、その方が町内の小学校に赴任されて、４月から学校の先生ということでやって

おみえになって、感慨深いものがありました。以上です。 

○長屋教育長 今の件は、大口北小学校と大口南小学校へ、２名が大口町に就職したということ

です。 

○丹羽委員 すごいね。 

○倉知学校教育課長 偶然です。 

○長屋教育長 あと事務局、よろしいですか。 

（挙手する者なし） 

 

    ◎日程第５ その他 

○長屋教育長 それでは、委員さんから何かありますか。 

○丹羽委員 １ついいですか。 

○長屋教育長 はい、どうぞ。 

○丹羽委員 渡邊さんが部長になられるということをこの間、初めて知ったもんですから、ちょ



 

－１０－ 

うどいいなあと思って、言いたいことがあるんですけど、西小の卒業式のときに平岡さんが祝

辞、町長の代理で見えていたときに、ある議員さんが、平岡さん、次どうするんやと言われた

ときに、いや、こうこうこうで、私も知っていましたので、こういう学校支援に行くんだわと

いう。それどこにあるのと言ったら、大中の……、えーっというね。 

 私、何が言いたいかというと、この間決まった15人しかいない議員さんで、みんな３期とか

何期やられておって、そして地域開放棟というのが大口中学校にあって、部長がプロポーザル

からやられたときに、どういう考え方で、地域の生涯学習の拠点として大中をつくろうという

ことで、教科センター方式をやるための大口中学校のハードウエアではないと私は思っている

んですね。それを議員さんが知らないというのを、へえーって。私、教育長に偉そうに議員か

ら質問を受けるときに、皆さんもその前に、この15人の中で大中の地域開放棟を御存じの方は

何人見えますか、挙手してくださいぐらい言ってほしいぐらい認識が低いなあと思いました。 

 たまたま今、部長が、10年前から大中の設計段階から携わった方が今ここに見えるし、それ

から平岡さんがあそこへ行かれたもんですから、議員さんばかりじゃなくて、もうちょっと町

民に地域開放棟、エアコンがついて非常に快適なランチルーム、それから立派な被服室・技術

室だとか、美術室だとか音楽室をもっと使うというのが、生涯学習まちづくり実行委員会の大

きな三本柱のうちの一つの事業になっているものですから、余りにも認知されていないという

ことは、やっぱりこれは生涯教育部長から総務部長にも働きかけていただいて、もっと広く町

民に知らしめて、まずは議員さんに認識してもらわないかんなあと、そのとき、私はえー知ら

ないのというか、大口中学校をつくるというのは、議会を通して皆さんに諮って、これだけの

お金をかけて大口中学校をつくります、いいですかとやっているんじゃないですか、あれ。 

○長屋教育長 そうですよね。 

○丹羽委員 それでね、えーっと思って、また新しい町会議員さんといっても、ほとんどが元職

の方がなられたから、一遍その辺もきちっとして、それとは別にもう少し、教育委員会だけで

はなくて、町の総務、いろんな部署を使って、地域の生涯学習の拠点、こうじゃなくて拠点場

所である大口中学校の地域開放部分をどういう使い方ができて、どんなに快適かということを

いい機会ですから、もう少しＰＲしていただきたいなあというのが一つです。 

 それから２つ目、これをさっき読ませていただいたんですけれども、残業ゼロ。いじめとか

交通死亡事故をゼロというのは、ゼロでいいんですよ。ところがこれを見ていると何でもゼロ、

そしてあげくの果てに、民間企業では無理やりに帰らせて、お客様側のクレームが出ても、う

ちはこういうふうに働き方改革をやっているからと言って通しているところがあるという。そ

れと、教育みたいに時間と労力とお金をかけてやる業界は、民間企業の業界と一緒にしてもら

っては困るなあという感覚なんですよ。 
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 それと、先生たちでも、残業ゼロといっても、もう少しここをあしたのために、今度のあの

授業のためにもう少しやっていきたいということがあると思うんですよね。それをやってまで

おまえ帰れ、じゃあ、自分ところの娘や息子が遅くまで勉強している。母親があなた、もう寝

なさい、もう10時を回りましたよと言っても、いや、ここがすごくおもしろくて、今、興味が

あるから、あと１時間だけ、お母さん、勉強させてよ。じゃあ、11時にはきちっと寝なさいよ

って、睡眠時間が少なくなるといかんからねというぐらいのことをやるでしょう。だったら、

先生が少しちょっと残ってという、そういう前向きな積極的な教師としてのレベルアップを図

るような、そういうのもそぐような残業ゼロ解消のこういう発言を見ると、全てが悪だという

ような書き方をしてあるもんですから、ちょっとその辺が違和感があるなという。交通死亡事

故やいじめと先生たちの残業とは、やっぱりちょっと同じゼロを目指すのにも、そうは100％

悪かなあという、ちょっとこういう違和感がありますという意見です。 

○長屋教育長 ありがとうございました。 

 本当に貴重な御意見をいただきまして、やっぱり生涯教育部の意義というのは、大口町の生

涯学習を進展させていくことですので、その基地になるところの大口中学校の地域開放棟の有

効活用について、また今後検討をし、広くＰＲできて有効活用されるように事務局は努力をし

ていきたいと思います。 

 それから、残業の在校時間の資料につきましては、県のそういう会議が開かれた主な意見が

印刷されたものが講師の先生から渡されたものでして、それについて教育長たちの研修の場で

話があったわけですけれども、教育長側の立場としましては、もちろん在校時間を減らしてい

く努力をして、先生が子供と向き合ういい教材研究ができる時間を確保ということを優先して

おりますが、なおかつ新しい教育改革ということで、英語が入ってくる、プログラミング教育

が入ってくる、道徳の教科等が入ってくるということで、あれをやり、これもやりという、そ

ういうものばっかりでなかなか減らせないと。大事なことは、先生の定数改善が全然進んでい

ない状況なので、こういうやつに働きかけをしてほしいという要望は幾つか出してきたことも

事実でありますので、御承知おきください。 

 そのほか、何かありますか。 

 はい、どうぞ。 

○水谷委員 高校生の息子が愛知県から、スクールセクハラということでチラシをもらってきた

んですが、これは高校生だけかなあとも思うんですが、小・中学校でこういうチラシって配ら

れたりするんでしょうか。 

 高校生に向けてということかもしれないんですが、読ませていただいたところ、前置きで、

いじめと一緒で、受けた側がセクハラと思ったらセクハラととれると思うんですが、興味深か
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ったのが、先生が生徒からセクハラを感じるときというコーナーがありまして、体形や顔など

でからかいを受けたとか、しつこくメールアドレスを聞かれた。恋人や結婚についてしつこく

聞かれたり、うわさをされた。遊びに連れていってと何度も誘われたということがありまして、

そういう部分、中学校の３年生ぐらいだと高校生に近いので、そういうこともあるかなあと思

って、ちょっと紹介させていただいたんですが、以上です。 

○長屋教育長 まず、そのリーフレットは義務教育のほうまでは回ってきていないと。 

○水谷委員 愛知県教育委員会とは書いてあるんですが。 

○長屋教育長 義務教育のほうじゃなくて。 

○水谷委員 回ってきていないということですか。 

○長屋教育長 はい。回ってきていない。高等学校のほうですよね。 

○水谷委員 そうですね。ということで、ちょっと紹介させていただきました。 

○長屋教育長 そのほかよろしいですか。 

（挙手する者なし） 

○長屋教育長 それでは、以上で提出されました案件等、全て終了しました。 

 これをもちまして４月定例会議を終わらせていただきます。 

（午前１０時０５分）  
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